
『秋田魁新報』2003年5月14日

三時駒芳「時芽
民族音楽が聴衆を魅了

題北しの者定年た東 つりジ楽風楽し十ト東流と
し東た中での四シア「め 、アな土堂石三Iアを北目

、ア 。嶋 、国月ンジ北直日とど二で山日Nジ促東本
中ジ「嶺前勝にポア陸し本のに主聞界 、金ア進ア海
華ア文雄璽整雄ジ」 合 た海かつ統か金 約沢交しジ治

思を化氏尽豊和ウを云 。側 、い芸れ沢五2流よア岸
想考 圏 が外芙町ムテ 持 のカて能た市百Oプう諸の
やえと基語学にでl 支 文ゎ 、 、 。の人Oロと国十
儒るし調大長聞はマ化 化り北民思県が3ジ 、と一
教」て講学予学 、にと をを東族想立出」 エ「の府

、との演長定予来し北 見探ア音や音席がク北交県
の上もじ半謡小デの北の氏学教国ン 明受アどだユ
交を秋民島に島 イ稲園四 、院授立でパしげやの上l
流占田E 、は氏ネ垣新人能短の歴はネた入欧精でラ
がめ県音モ 、 はl渉聞を楽大金 史 五 ル 。れ米神 、シ
多 、の階ン中「夕編社パ師教島民嶋デ てのを日ア
か北民がゴ園田 l集宋ネの授美族氏 イ き文基本妻

つ東謡多ル本本を局社リ殿の子博言ス た化盤が雪
たアはくな土海務長金ス田松氏物は力 事 、に武を
」ジ80 、どや側めが沢ト謙田 、館じ ツ 情思 、士紹

とア必中と朝のたコ に吉章金名 シ を想ア道介
をと以で同鮮民 。I � 、氏ー沢警 句 ョ 説をジなし
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悠のた幡演の韓川ジ 要で継やだ独
久二邦子 。代国県アシ」も承狂」特
の胡楽（仕表 、の音ンと取す言との調やがす舞的口伝楽ポ訴りるな指文ベモ馨ば（なシ統祭与え上にど 埼 化をン路やし民ア芸が続たげはの
奏 ゴ号室し ま 族 、能 開� o る 、伝 殿を
でル 託 ）い音モとか cミ こ学統田は
るの 、と）楽ン中れ北 と校出氏ぐ
な琴中いやがゴ園 、東 が義 語 弓 く
どが国 つ素競ル 、石ア 必育を能ん

都は度委流組社議十エ し
、金ス員海織な所ーク北て

兵沢タ会道すど連府ト東聴
庫に1」2る主合県はア衆
で続トがO「要会と 、ジを
行きし企O北地 、各日ア魅
わ 、た画O東方秋府本交了
れ富 。しキア紙田県海流し
る山本 、ロジ十魁商沿プた

、年昨実ア社新工岸ロ
京度年行交で報会のジ

「
平
和一米あ

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
続
き、

音
楽
祭
が
繰
り
広
げ
ら
れ

【
ワ
シ
ン
ト
ン
日
日
共
同】

た
北
東
ア
ジ
ア
交
流
プ
口
一

訪
米
中
の
直
武
鉱
・

韓
国
大

ジ
ェ
ク
ト
l
N
金
沢
2
0一

統
領
は
十
四
日
午
後
（
日
本

0
3
H
金
沢
市
の
県
立
音一

時
間
十
五
日
午
前）
、

ワ
シ

楽
堂

‘
j
h

ン
ト
ン
で
ブッ

シュ
米
大
統

日本海の文化再発見　北東アジア
交流IN金沢2003


